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２ 【津波】基準津波
・２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基

準津波に変更はないか

・基準津波の選定

・秋田県モデルを検討対象波源モデルとして選定しないことに
ついて
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・２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波
に変更はないか
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか
２号炉設置変更許可で審査済の内容と３号炉設置変更許可審査での新規説明内容
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

最新知⾒の調査プロセス
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

最新知⾒の調査結果
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

地震調査研究推進本部（2022）の影響検討
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２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

地震調査研究推進本部（2024）の影響検討

46
２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

⽂科省・東⼤地震研（2021）の影響検討（敷地周辺海域）
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F17

OK04

OK09

OS10

NTG01

NTG03

文科省・東大地震研(2021)より引用・加筆

国土交通省・内閣府・文部科学省(2014)
より引用・加筆

・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されるF17断層付近において，文科省・東大地震研（2021）が連動を考慮した断層長さが最大
となる断層は「OK04+OK09+OS10+NTG01+NTG03」である。

・両者の波源モデルについて，地震規模及び断層パラメータを比較した結果，Mw及び傾斜角は同程度，すべり量については，F17断層の方
が2倍程度大きい。

・以上より， 「OK04+OK09+OS10+NTG01+NTG03」から想定される地震による津波の敷地への影響は，F17断層から想定される地震による
津波の敷地への影響よりも小さいと評価した。

すべり
量
(m)

傾斜角
（°）

断層幅
（km）

断層長さ
(km)

モーメント
マグニ

チュード
Mw

断層名出典※

2.654519.850.9

7.77

OK04

文科省・
東大地震研

（2021）

3.543030.060.0OK09

2.403027.030.6OS10

2.644023.343.1NTG01

2.794521.951.0NTG03

平均
6.004521.51357.78F17

国土交通省・
内閣府・文部

科学省
（2014）

※  両者の地震規模及び断層パラメータについては，文科省・東大地震研（2021）及び国土交通省・
内閣府・文部科学省（2014）より引用

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

⽂科省・東⼤地震研（2021）の影響検討（日本海東縁部）その１
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F24

MMS04

MGM01

MMS02

MMS01

MMS03

NTG05

NTG06

・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されるF24断層付近において，文科省・東大地震研（2021）が連動を考慮した断層長さが最大
となる断層は「MMS01+MMS02+MMS03+MMS04+MGM01+NTG05+NTG06」である。

・両者の波源モデルについて，地震規模及び断層パラメータを比較した結果，Mw及び傾斜角は同程度，すべり量については，F24断層の方
が2倍程度大きい。

・以上より， 「MMS01+MMS02+MMS03+MMS04+MGM01+NTG05+NTG06」 から想定される地震による津波の敷地への影響は，F24断層から
想定される地震による津波の敷地への影響よりも小さいと評価した。

文科省・東大地震研(2021)より引用・加筆
国土交通省・内閣府・文部科学省(2014)

より引用・加筆

すべり
量
(m)

傾斜角
（°）

断層幅
（km）

断層長さ
(km)

モーメント
マグニ

チュード
Mw

断層名出典※

3.442533.453.2

7.85

MMS01

文科省・
東大地震研

（2021）

2.224018.240.6MMS02

1.884518.029.7MMS03

2.192533.121.8MMS04

3.462533.853.2MGM01

3.074521.865.0NTG05

1.755518.624.8NTG06

平均
6.003028.21327.86F24

国土交通省・
内閣府・文部

科学省
（2014）

※  両者の地震規模及び断層パラメータについては，文科省・東大地震研（2021）及び国土交通省・
内閣府・文部科学省（2014）より引用

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

⽂科省・東⼤地震研（2021）の影響検討（日本海東縁部）その２
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MGM05

MGM06

MGM10

MGM12

MGM07

MGM11

F28

・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されるF28断層付近において，文科省・東大地震研（2021）が連動を考慮した断層長さが最大
となる断層は「MGM05+MGM06+MGM07+MGM10+MGM11+MGM12」である。

・両者の波源モデルについて，地震規模及び断層パラメータを比較した結果，Mw及び傾斜角は同程度，すべり量については，F28断層の方
が2倍程度大きい。

・以上より， 「MGM05+MGM06+MGM07+MGM10+MGM11+MGM12」 から想定される地震による津波の敷地への影響は，F28断層から想定さ
れる地震による津波の敷地への影響よりも小さいと評価した。

文科省・東大地震研(2021)より引用・加筆

国土交通省・内閣府・文部科学省(2014)
より引用・加筆

すべり
量
(m)

傾斜角
（°）

断層幅
（km）

断層長さ
(km)

モーメント
マグニ

チュード
Mw

断層名出典※

2.275019.126.9

7.72

MGM05

文科省・
東大地震研

（2021）

2.644521.232.8MGM06

3.544023.054.3MGM07

2.824522.834.8MGM10

2.464522.826.5MGM11

3.024522.640.1MGM12

平均
5.184518.01267.67F28

国土交通省・
内閣府・文部

科学省
（2014）

※  両者の地震規模及び断層パラメータについては，文科省・東大地震研（2021）及び国土交通省・
内閣府・文部科学省（2014）より引用

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

⽂科省・東⼤地震研（2021）の影響検討（日本海東縁部）その３
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F30

AKT07

SHN04

SHN06

・国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示されるF30断層付近において，文科省・東大地震研（2021）が連動を考慮した断層長さが最大
となる断層は「AKT07+SHN04+SHN06」である。

・両者の波源モデルについて，地震規模及び断層パラメータを比較した結果，MwはF30断層の方が大きく，傾斜角は同程度，すべり量につ
いては，F30断層の方が2倍程度大きい。

・以上より， 「AKT07+SHN04+SHN06」 から想定される地震による津波の敷地への影響は，F30断層から想定される地震による津波の敷地
への影響よりも小さいと評価した。

・以上のことから，文科省・東大地震研（2021）に示される日本海東縁部の波源モデルによる津波の敷地への影響は，
国土交通省・内閣府・文部科学省（2014）に示される日本海東縁部の波源モデルによる津波の敷地への影響よりも
小さいと評価した。

文科省・東大地震研(2021)より引用・加筆

国土交通省・内閣府・文部科学省(2014)
より引用・加筆

すべり
量
(m)

傾斜角
（°）

断層幅
（km）

断層長さ
(km)

モーメント
マグニ

チュード
Mw

断層名出典※

3.014523.953.5

7.64

AKT07

文科省・
東大地震研

（2021）
2.825021.751.9SHN04

2.914523.251.4SHN06

平均
6.004519.31537.79F30

国土交通省・
内閣府・文部

科学省
（2014）

※  両者の地震規模及び断層パラメータについては，文科省・東大地震研（2021）及び国土交通省・
内閣府・文部科学省（2014）より引用

２号機の審査以降に公表された新知⾒等により、基準津波に変更はないか

⽂科省・東⼤地震研（2021）の影響検討（日本海東縁部）その４


